
第１０期福井県分別収集促進計画（概要版） 

 

１．計画策定の意義 

  容器包装廃棄物の処理は、ごみの減量化・リサイクルを推進する上で、重要である

ことから、平成１２年４月から完全施行された「容器包装に係る分別収集及び再商品

化の促進等に関する法律」に基づき、市町と連携を取りながら分別収集体制の整備拡

充に積極的に取り組んでいく。 

  本計画は、法第９条の規定に基づき、容器包装廃棄物の分別収集が適正に実施され

ることを目的として策定するものである。 

 

２．計画期間 

令和５年度から令和９年度まで（５年を一期とし、３年毎に見直し） 

 

３．各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み量 

                                   単位：ｔ 

排出量見込み R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 

合算量 26,265 25,916 25,700 25,499  25,233 

対前年比 － 98.8% 99.0% 99.0% 99.2% 

 

４．各年度における特定分別基準適合物および法２条６項に規定する主務省令で定め

る物の収集見込み量 

単位：ｔ 

 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 

無色ガラス 1,517.9 1,501.3 1,486.1 1,470.9 1,457.0 

茶色ガラス 1,504.4 1,479.0 1,456.1 1,434.3 1,413.1 

その他ガラス 819.1 825.0 821.0 816.1 813.2 

その他紙 615.2 599.9 585.5 575.3 564.1 

ペットボトル 615.2 599.9 585.5 575.3 564.1 

その他ﾌﾟﾗ 4,376.4 4,395.1 4,417.5 4,440.7 4,465.5 

(うち白色トレイ) 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

スチール缶 675.6  666.6 661.0 655.4 649.1 

アルミ缶 703.1  697.5 692.1 686.7 681.6 

紙パック 34.1  34.1 34.1 34.0 33.0 

段ボール 2,861.4 2,815.4 2,770.3 2,729.5 2,688.4 

合計 13,736.3 13,627.8 13,523.2 13,432.2 13,343.1 

 



５．容器包装廃棄物の排出の抑制、分別収集の促進に関する事項等 

 

 （１）容器包装廃棄物の排出の抑制及び分別収集の促進の意義に関する知識の普及に

ついて 

 

環境関係イベントや、県のホームページ、広報誌等を活用し、マイボトル運動や、

マイバッグ持参運動、ごみ減量化の取組みに関すること、リサイクル認定製品の紹

介等、容器包装廃棄物のリサイクルに関する情報提供を行い、知識の普及を図ると

ともにごみ減量や分別収集等への取り組みを推進する。 

特に排出の抑制については、全県的にマイボトル運動を推し進め、県民や事業者

への啓発と促進を行う。あわせて、県民に対し、燃えるゴミの約４割を占める紙ご

みについてさらなる分別の徹底と燃えるゴミの減量を広く周知する。 

 

（２）市町村相互間の分別収集に関する情報の交換の促進に関する事項について 

 

   県と市町、住民代表による「福井県ごみ減量化会議」において県内各市町でごみ

減量化と容器包装廃棄物の分別収集が促進されるよう、他市町との比較に加え、分

別収集の品目拡大や排出量が少ない他県の自治体で実施している先進事例をもと

に、各市町に具体的な施策の立案に助言を行う。 

   また、市町担当職員を対象に、ごみ減量化先進事例等を学び、ごみ処理有料化等

について検討する場を設ける。 

 

 


